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研究テーマ 

  

 

 後志では、体育を主として勉強したり専科を持ったりしている教員がいる一方、体育の

授業に苦手意識を持つ教員も多い。 本会としては、体育科を担う教員の専門性を高める

ことも重要なテーマであるが、だれもが総じて質の高い体育授業を行うことができるよう

になることも大きなテーマとしてとらえている。そこで、体育授業を行う上でおさえるべ

き知識や指導技術を交流・普及することはもとより、安全かつ 効果的な授業を行うため

の様々なポイントや教師が持つべき視点やこどものとらえ方など、授業づくりに係る様々

な情報を発信し、広く普及させることで、体育に対する負担感を軽減し、どの学校・ ど

の学級でも日常的に質の高い授業を続けていくことができる未来を目指していきたい。 

 

１これまでの取り組み 

〇オンラインミニ研修 

 Googlemeet や zoom を活用して、遠隔で研修を行った。各会員がそれぞれ行っている取

り組みや悩みなどを会員に話題提供し、協議した。コロナ禍で集合形式の研究が難しい状

況だったが、月 1 回の開催で計 8 回の開催に至った。 

 

 

 

 

 

２令和 5 年度の取り組み 

〇集合隊形での研修 

 今年度は集合形式での研修を行うことができた。7 月にソフトボールの授業研修が実施

でき、10 月に器械体操の授業研修を行う予定。 

 

〇オンラインミニ研修 

 今年度もオンラインミニ研修を行う予定で、「ICT を活用した業務改善」について実施

する計画。 

 

別紙：指導案①～③ 
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だれでもできる、無理なく続けられる 体育科の授業づくり 

 


